
 

 

 

 

 

 
     
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ワークシート活用場面例  ポイント  

 

図と図，図と式などを結び付けながら考えよう 小学校 

 
指導資料 

「課題チャレンジ 図形の頂点，辺，面に着目して問題を考えよう」では，問題について考
えるときは，図形の頂点，辺，面に着目して，図と図，図と式などを結び付けながら考えるこ
とで，表現を関連付けることが大切であることを示しています。ここでは，その活用場面例を
紹介します。 

 第５学年 ６月 「体積」  

 第４学年 ６月 「式と計算」 

 第４学年 ３月 「直方体と立方体」  〔ワークシートに取り組む前〕 

問題を解くだけでなく，どうして

その答えになったのかを説明で

きるようにしましょう。 

そのために，図と図，図と式など

を結び付けるように矢印などを

書くなどしておきましょう。 先生 

〔ワークシートに取り組み，仲間に説明〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

見取図の面に記号をつけて， 
それに合わせて 
展開図にも記号をつけると 
同じ記号の面が２つありました。 
だから，・・・ 

児童 

３×４＋４ の 
３×４の部分は，図でいうと， 
●が３個ずつ４つ分となる 
この部分をいいます。 
 
次に＋４の部分は，頂点の部分に 
ある●４個の部分をいいます。 
 
だから，・・・ 

児童 

直方体の体積を求める公式をもとに 
すると 
１０×９×８の式で 
この直方体の体積が 
求められます。 
そこから この直方体を １０×４×３ 
引くと 
 
問題の立体の 
体積が・・・ 
 

児童 
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裏 

表 

裏 

表 
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〔ワークシートに取り組んだ後〕 

図と図，図と式などを結び付けな

がら考えたり，説明したりすると，

わかりやすいですね。 先生 


